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　１月１日、おおやまだ元日マラソンが開催されました。
　このマラソン大会は、新年の始まりにさわやかに汗
を流して健康の大切さを感じてもらうために行われて
いる恒例の行事です。
　毎年行っている大会ですが、昨年は前日が悪天候で中
止となったため、今年は２年ぶりの開催となりました。
　大山田支所管内の阿波地区を巡るコースで、５kmと
3.5km のマラソン、２kmのウォーキングに分かれ、
参加者はスタート地点の伊賀の国大山田温泉さるびの
を次々と出発しました。
　５kmのコースは大仏山の周囲を一周し、3.5kmの
コースは葦

あし

神社の周囲を巡ります。
　また、ウォーキングでは、さるびの温泉の源泉地を
往復するコースを歩きました。
　マラソンとウォーキングで合わせて450人が参加し、
健康的な１年のスタートを切りました。

　１月８日、伊賀市文化会館で平成 24年成人式を開催
しました。

　会場周辺は、式典
前からたくさんの
新成人でにぎわい、
記念撮影をする人
や、久しぶりの再
会を懐かしむ人の
姿がありました。
　式典では、はじ
めに新成人や、中

学校時代の恩師からのビデオメッセージが上映されま
した。当時の懐かしい思い出を話したり、「失敗にくじ
けず前向きにがんばってください」などのエールを送っ
たりする映像が流れました。
　メッセージの上映が終わると、主催者を代表して内
保市長が「昨年は東日本大震災や台風 12 号などの災
害があり、家族や友人、地域の絆が見直されています。
皆さんも絆を大切にそれぞれの夢に向かってがんばっ
てください。」と激励しました。

　今年は平成３年４月
２日から平成４年４月
１日生まれの、男性
506 人、女性 511 人
合わせて 1,017 人が
成人の仲間入りをしま
した。

　１月 12 日、ゆめぽり
すセンターで知事と市町
長との１対１対談が開催
されました。
　この対談は市や町にあ
る独自の具体的な課題に
ついて県が共通の認識を
持って連携を深め、問題
解決に取り組めるよう、
今年度鈴木知事の発案に
より県内各地で開かれて
いるものです。
　はじめに、鈴木知事が、

「この１対１対談では具体的な話題について時間をとっ
て話し合い、一歩でも前に進みたい。」とあいさつし、
続けて内保市長が、「今回は伊賀市の課題を聞き取って
もらい検討していただきたい。」と話しました。
　対談では、内保市長が市の課題として地域の公共交

通や上野運動公園競技場の改修、観光への取り組みな
ど、５つの項目にわけて話しました。地域の公共交通
については JR 関西本線の電化、伊賀鉄道や地域コミュ
ニティバスの現状を話
し、鈴木知事からは JR
関西本線の電化について
は機会があれば積極的に
要望し、そのほかについ
ても県として引き続き支
援していくと発言があり
ました。
　また観光についても、
伊賀市と共に藤堂高虎を
主役にした大河ドラマの
実現に向けて取り組むこ
とや伊賀忍者などをア
ピールしていくことを約
束しました。

平成24年成人式
社会人としての自覚

おおやまだ元日マラソン
今年も元気に！

知事と市町長との１対１対談
市と県の連携を深める
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真の共同をめざして
男女共同参画セミナー

　１月 19 日、ふるさと会館いがで男女共同参画セミ
ナーを開催しました。
　男女が性別にかかわりなく、互いに人権を尊重して
個性と能力を十分に発揮することができる社会を男女
共同参画社会と呼び、市ではその実現のためにさまざ
まな取り組みをしています。伊賀支所住民福祉課では
毎年１回セミナーを開いていて、この日は、NPO法人
よっかいち子どものまち理事の坂倉加代子さんを講師
として招き、「男女共同参画社会がやってきた」という
演題で講演していただきました。
　講演の中で坂倉さんは、以前に比べ、男女共同参画
への考え方が社会の流れとして広がりつつあるのを感
じると話しました。その中で「女性はすでに社会進出

をし、今は差別さ
れていない」、「権
利を主張しすぎ
る」という意見も
あることを挙げ、
まだまだ男女共同
参画が実現してい
るとは言いがた
く、女性と男性の
どちらもがその人
らしく充実して暮
らせる社会のあり
方を考えていかな
くてはならないと
述べました。

すえひろ学級
歌って笑ってより元気に

　１月 13 日、あや
ま文化センターで、
阿山公民館教室の一
つである「すえひろ
学級」を開きました。
　すえひろ学級は、
60 歳以上を対象に
年に 10 回、料理や
園芸、体操など毎回違ったテーマで開催しています。
今年度８回目となるこの日は、伊賀音楽療法研究会の
藤森裕子さんと桃谷幾子さんを講師として招き、高齢
者音楽療法教室を開きました。
　この教室は、楽しく愉快に歌うことを目的に、講師が
演奏する曲に合わせて、童謡や懐かしい歌を歌います。
　１月ということで、正月にちなんだ音楽を歌ったり、
正月の遊びとしてお手玉やかるたを利用した遊びを行い
ました。また、参加者自身もハンドベルやトーンチャイ
ムなどの簡単な楽器を演奏しながら、冬をテーマにした
曲を歌いました。講師の指導によって、次々にベルを鳴
らすと、会場はきれいな音色に包まれました。
　そのあと、阿山町音頭を合唱しました。歌詞に出て
くる旧阿山町の特性や地域性、また旧阿山町でも、各
地域によって方言が違うことなどについて思い思いに
話しました。参加した人たちは、約１時間半にわたり、
歌ったり、笑ったりと、楽しく過ごした様子でした。
　この日は、20人が参加し、参加した人の中には、「こ
の教室は、毎回メニューが違うので、いつも参加を楽
しみにしています。」と話してくれる人もいました。


